
工作を始める前に

下記のものはお客様自身にてご用意ください

・工作に関しては鋭利な工具なども使用しますので、怪我のないよう充分注意して作業してください。 工作手順
・この手順通りに進めなくても作成することはできます。作りやすい手順で進めてください。
・接着剤は指で薄く延ばしながら接着することをおすすめします。はみ出した接着剤は濡れ雑巾で素早く拭き取ってください。

[1] 仮組み　どの板をどのように組み立
ててゆくのか確認するため、接着剤を
使わずに組んでみる

❶ 前板×2枚
（18mmスプルース材）

❷ 背板×2枚
（9 ㎜赤松集成材）

❸ 側板×4枚
（9 ㎜赤松集成材）

❹ 補強板×2枚
（9 ㎜ MDF）

❺ 天板 または 底板×4枚
（18mm赤松集成材）

❻ 内部配線ケーブル×2枚
（端子・ターミナル接続済み） ❼ ターミナル取り付け

ネジ（8本）

❽ 吸音材 A・B
（天然サーモウール）

❾ 吸音材 C
（ブラックニードルフェルト）

付属品 （対応スピーカーユニット） 
マークオーディオ製 6cmフルレンジ・スピーカーユニット「OM-MF4-MICA」

❿ OM-MF4-MICA
　 ×2個（ペア）
⓫ パッキン
⓬ 接続用 木ネジ（8本）

❿

⓫

⓬

・木工用接着剤
・はさみ
・カッターナイフ
・鉛筆（シャプルペンシル、ボールペン等でも可）
・油性マジックペン
・プラスドライバー　　　　　
・はみ出たボンドを拭き取るための濡れ雑巾　
・定規

・組み立てた部材を固定させるためのハタガネ（数本）・重し（任意）

天然木材を使用しているため、気候や季節によっては木
材が反っていることがあります。ハタガネでしっかりと
押さえながら接着させることをおすすめします。ハタガネ

[2] 罫書き　側板❸ の枚の内側に、仕切
り板の位置を 上から149mm の位置 に 
鉛筆（ボールペン等でも可） などで目印
を書き込む　※2 枚並べて罫書きをする
と手間が省けます

[4] 上下の板の接着　側板❸ に、天板
❺、底板❺ を接着剤で貼り付ける

❺

❺
❸

▲天面

[3] 補強材の接着　側板❸ の手順［2］
で罫書きした線の下の部分に、補強板
❹ を接着剤で貼り付ける

▶
天
面

❸❹

罫書きした線
※天面方面がやや広くなる設計となって
いますので、向きにご注意ください

149mm

130mm

[5] 側板の接着　天板❺、補強板❹、
底板❺ の接着面に接着剤を塗り、罫書
きをしていない 側板❸ を貼り付ける

❸（罫書きあり）

❺

❺

❹❸
（罫書きなし）

[6] 背板の接着　天板❺、補強板❹、
底板❺ の接着面に接着剤を塗り、背板
❷ を接着剤で貼り付ける

❺

❺

❹

❷

▲天面

288mm

149mm

❸ ❸

はみ出たボンドは
濡れ雑巾で素早く
拭き取ってください

▲天面 ▲天面

[7] 内部配線・吸音材の接着　
・背板❷ に 内部配線ケーブル❻ をター
ミナル取り付けネジ❼ で取り付ける。
・ 第 1 室に 吸音材 A・B❽ を、 第 2 室
に 吸音材 C❾ を接着剤で貼り付ける。 
※吸音材へ付ける接着剤の量は少量で
可

❻

❽
❽

❾

吸音材 A
吸音材 B

吸音材 C

[8] スピーカーの取り付け　
・スピーカーユニット❿ の裏に パッキン⓫ を貼り付
ける。
・前板❶ の大きな丸穴にスピーカーユニット❿ を 接
続用木ネジ⓬ で取り付ける。
・内部配線ケーブル❻ をスピーカーユニット の端子
に取り付ける。
・接着面すべてに接着剤を塗り、前板❶ を接着する。

[9] 完成
もう片方を同じ手順で組み立てたら完
成。スピーカーケーブルをアンプに繋げ
て、当スピーカーの音をお楽しみくださ
い。

▲天面

❷

❶

❿

❿

⓫

❻


